





    

    




    









    ノーム
    槌打つ音が響く洞穴


青ずんだ銅を熱く伸ばし


あかがねの盾をこしらえる


濁った水晶を磨き上げ


氷の剣を研ぎあげる


白い影持つ聖人も


怯えるほどの具足を備え


赤い眼の魔術師も


怯むほどの装備を集める


 


鼻先に毛の生えた善良な小人


コボルトの宝を奪い


蒼く光る石を見つめ


玉座を照らす


 


女でさえもひげが生えた


ドワーフを追いやり


ミスリル鉱を城下に備える


 


堅牢なる石弓は


ドラゴンを撃退し


崇高なる壁は


トロールをも退ける


魔王でさえも手が出せぬ


機械仕掛けの城


勝手気ままに醜い土精は


金の髪持つ乙女をさらい


白い爪持つヒョウに乗せる


潜らせた門の中は、


灰色の馬が走り回り


黄色い炎が吹き上げる


ウコバクの寝床でさえも氷室に感じる


熱と砂塵が舞い散る市場


 


妻をさらわれた美男の樵は


一計を案じ犬を連れ


泉の貴婦人を訪ねる


泉のお水を借りてもよいか


代わりに青を返すから


陽の光にいら立つ貴婦人


青が入れば暗くなるかしら


いいわ、好きなだけお持ちなさい


 


さっそく樵は森へ行き


大きな杭を拵える。


船の上から底に刺し


3年続けて打ちつける


3年と3月たった時


ゴボリと水は引いてゆき


完全無欠の王国に


ザブリザブリと降り注ぐ


 


哀れ醜い土精どもが


身にまとうのは銅の盾に銀の帷子


水に浮くカネなどあるはずもなく


蛍石とともに沈むばかり


それ見たことかと樵は笑い


妻を待ち受け櫂をこぐ


乙女たちがまとうのは


金の腕輪に銀の櫛


衣さえも白銀で


金剛とともに底に沈む


 


待ちぼうけの樵


コボルトの宝で水が染まり


青くきらめく水面を眺め


いつしか一羽の鳥になる


それが白鳥かカモか鵜か


私は知らない


泉のそこで笑うのは


カニと貴婦人のみ


青に焦がれたコボルトは


獣になって水辺にすみつく


それがラッコかカワウソか


私は知らない


きらめく乙女の亡骸に


たかるのは小さな貝で


白銀を吸い込み育った貝は


内に真珠を秘める


溺れ死んだノームたちは


銅の鎧に身を包んだ


それがザリガニかカニか


カニではないと思うが


 


 


私は知らない


青く光る水面に引かれた


乙女たちは身を投げて


蓮になるか、鯉に変わるか


私にはわからない













    サラマンドラ
    吹きこぼれた火山から噴き出た一筋の光
４千と１２０度の高温保ち
鍛冶屋の煙突へ突っ込む
太った男の汗染みが
乾くほどの高温は
赤い優雅な四足の登場にふさわしく
あたり一帯を風靡する
鍛冶屋の眼は
干しブドウよりも小さく乾く
あわてて逃げ出し戸を蹴るが
焦げて膨らむ閂が
男の逃亡を妨げる
哀れな男の叫びを尻目に
光燃えゆく火蜥蜴は
重い金床に飛び移り
口づけ１度したならば
大事な商売道具は彼の餌に
とろける鉄をすすりつつ
うるさい音の原因を
ぎろりとねめつけとびかかる
鍛冶屋が嫌いな村人は
あまりの暑さに窓を開けると
真っ白に焼けた風が注ぐ
あたりは一面消し炭に

















    シルフ
    日向に干した魚


噛む音、ちぎる音


熱めに入れた茶


吹く音、すする音


 


全てを嫌って


カフェオレボウル


銅の鍋


絞った果物 音が鳴るまで焼いたパン


 


self合った生活は 私を太らせ鈍らせる


白銀の槍でシルフが刺しても 気が付かないほどに


 


地下深くもぐった私の生活は


太陽を浴びて冷え


火を焚いては焦がす


唇に触れては逃れるシルフに 私は気が付かない


金の八重歯を植える


息を引き取るその前に


白い風を待ち受ける


シルフをその歯に挟むため













    ウェンディーネ
    貝を探す少女


金の髪持つ女の子


膝まで届くその距離に


泉の視線が集まった


 


泉に浮いたお人形


濡れた髪が美しい


陶器のようなその肌に


少女はすっかり魅せられた


 


髪に椿の液を塗り


肌に細かい泥を塗る


泉の水で歯をすすぎ


加えて可憐なほほえみに


町はすっかり魅せられた


 


少女は町に愛されて


人形遊びはもうやめた


髪は縺れて


歯は煤け


肌はネズミに齧られた


 


月が泉を照らす夜


少女は誰かに起こされた


白い光の少年が


戸惑う少女の肩を抱く


少女は寝床を後にする


 


泉の上に映る影


月と泡が混ざる風


水の上を少女は歩き


走る笑顔を追いかける


 


月の真上に立った時


水のほとりで踊る影


少女は泉に引き込まれ


月と泡を歌う


 


少女のヨアンナは


泉のほとりで貝を取る


膝まで届くその位置に


泉の視線が集まった


 


泉に浮いたお人形


きれいに輝く金の髪


泥をまくった白い頬


ヨアンナたちまち魅せられた
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